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長
野
県
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
紹
介

えのきたけ 200ｇ めんつゆ ２カップ
エリンギ 200ｇ 白すりごま 大さじ２杯
しいたけ 200ｇ 練りごま 大さじ２杯
ぶなしめじ 200ｇ ラー油 ３滴ぐらい
醤油 小さじ４杯 水菜 20ｇ
酒 小さじ４杯 ソバ 400ｇ
長ネギ １／２本 ごま油 大さじ１杯

ポ
イ
ン
ト

★つけ汁の濃厚さにラー油の辛みを加えるとさっぱり感が出て食べや
　すくなる。ちょっと大人の味になります。
★ぶなしめじやきのこ類は大きかったら１／２に切ると食べやすい。

きのこタンタンつけソバ
作
品
名

材
料
（
４
人
分
）

作　

り　

方

（下準備）ぶなしめじはほぐしておく。しいたけは細切りにする。
　　　　　えのきたけは１／３の長さに切る。
　　　　　エリンギは１／２の長さで薄切りにする。
　　　　　醤油と酒を合わせ、きのこ類を合わせて下味をつける。
①下味をつけたきのこ類をごま油で軽く炒める。
　小口切りにした長ネギをさらに入れる。
②めんつゆを鍋に入れ、白ごま、練りごまを入れて混ぜ、一煮たちさせる。
③そばをゆでて水にさらしぬめりを取り、器に盛る。
④②のつゆを椀に盛り、水菜を２cmぐらいに切り、上に散らす。

〈長野県知事賞〉

⑤お好みでラー油をたらし辛みを味わいながらソバをつけていただく。

植物性ゼリーの素（イナアガーA） 20ｇ
原木まいたけ 100g
原木ヤマブシタケ 50g
砂糖 210g
飾り付け用の南天の葉
（季節によって緑の物なら何でも良い）

きのこスイーツ

①まいたけとヤマブシタケを細かく裂いてゆでる。
　その時アクはすくい取る。
②きのこと汁を別にする。　→　汁を冷ましておく。
③きのこが熱いうちに砂糖を混ぜる。（50g使用）
④植物性ゼリーの素20gと砂糖140gに、水200cc（分量外）
　と冷ました汁600㏄を加え火にかけて煮溶かす。
⑤型の中に③のきのこを入れ、④の汁を入れて冷ます。
　飾り用のまいたけを少しとっておく。

〈信州きのこ祭り推進協議会長賞〉

⑥⑤の型に飾り用のまいたけと南天の葉をつけて出来上がり。
★調理時間20分くらい。
★きのこの食感を大事にする大きさが良いと思う。

★早く固まるように氷を使用すると時間が短くできる。
★まいたけがなっているように盛り付ける。

ポ
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４
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えのきたけ 600g 調味料A
にんにく ４片 醤油 大さじ６
長ネギ １／２本 酒 大さじ２
サラダ油 200ml みりん 大さじ２
ごま油 100ml 砂糖 小さじ２

★ご飯のお供はもちろん、パスタや豆腐に乗っけても美味しい。

⑦粗熱が取れた④の油と②を合わせて完成。

なめたけオイル漬け

①えのきたけは石づきを処理し、約３～４cm幅に切る。
②処理をしたえのきたけをフライパンで炒める。しんなりして
　きたら、調味料Aを入れ、濃い茶色になるまで煮詰める。
③にんにくと長ネギを粗みじん切りする。
④フライパンにサラダ油とごま油を入れ、そして③も投入する。
　弱火でゆっくりと過熱をし、油に③の匂いを移していく。
⑤にんにくと長ネギがキツネ色になったら油からあげる。

★えのきたけは通常のなめたけよりも食べごたえを出す為、
　やや大きめに切ること。

〈信州きのこ祭り推進協議会長賞〉

★にんにくと長ネギは絶対に焦がさないように！
　（焦がしすぎると苦みが目立って味のバランスが悪くなる）

⑥②とさっくりと混ぜ合わせる。
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す
る
こ
と
や
、
森
林

を
巡
る
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ

を
巡
る
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ

と
を
掲
げ
、
今
後
の
森
林
づ
く
り
の
方
向

と
を
掲
げ
、
今
後
の
森
林
づ
く
り
の
方
向

性
を
示
し
て
い
ま
す
。

性
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
県
民
の
安
心
・
安
全
を

　

具
体
的
に
は
、
県
民
の
安
心
・
安
全
を

守
る
た
め
に
、
防
災
・
減
災
の
観
点
で
緊

守
る
た
め
に
、
防
災
・
減
災
の
観
点
で
緊

急
に
整
備
が
必
要
な
里
山
が
存
在
す
る
こ

急
に
整
備
が
必
要
な
里
山
が
存
在
す
る
こ

と
や
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
行
す
る
山

と
や
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
行
す
る
山

村
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
が
自
立
的
・

村
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
が
自
立
的
・

継
続
的
に
里
山
の
整
備
・
利
活
用
を
図
る

継
続
的
に
里
山
の
整
備
・
利
活
用
を
図
る

必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
教
育
、
観
光
等
の
長
野
県
ら
し
さ
を
発
揮
す
べ

必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
教
育
、
観
光
等
の
長
野
県
ら
し
さ
を
発
揮
す
べ

き
分
野
で
も
、
森
林
の
利
活
用
の
必
要
性
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

き
分
野
で
も
、
森
林
の
利
活
用
の
必
要
性
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
緊
急
の
課
題
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
森
林
へ
の
多
様
な
要
請

　

こ
う
し
た
緊
急
の
課
題
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
森
林
へ
の
多
様
な
要
請

に
応
え
る
た
め
に
は
、
引
き
続
き
森
林
税
が
必
要
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。

に
応
え
る
た
め
に
は
、
引
き
続
き
森
林
税
が
必
要
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
基
本
方
針（
案
）に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
の
県
の
考
え
方
を

　

な
お
、
こ
の
基
本
方
針（
案
）に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
の
県
の
考
え
方
を

示
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
県
民
の
皆
様
か
ら
の
多
く
の
御
意
見
を
お
聴

示
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
県
民
の
皆
様
か
ら
の
多
く
の
御
意
見
を
お
聴

き
し
、
県
と
し
て
の
最
終
判
断
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

き
し
、
県
と
し
て
の
最
終
判
断
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
御
意

　

現
在
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
御
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

  

【
平
成
三
十
年
度
以
降
の
森
林
税（
案
）】

【
平
成
三
十
年
度
以
降
の
森
林
税（
案
）】

　　

●
超
過
税
額　
（
個
人
）年
額
五
百
円

　
　
　
　
　
　
　
（
法
人
）均
等
割
額
の
五
％ 

（
現
行
の
森
林
税
と
同
様
）

　

●
課
税
期
間　

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
五
年
間

  

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
】

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
】

　

一　

募
集
事
項

　

一　

募
集
事
項　
「
長
野
県
森
林
づ
く
り
県
民
税
に
関
す
る
基
本
方
針　

　
「
長
野
県
森
林
づ
く
り
県
民
税
に
関
す
る
基
本
方
針　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
案
）」
に
対
す
る
御
意
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
案
）」
に
対
す
る
御
意
見

　　

二　

募
集
期
間

二　

募
集
期
間　

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
一
日（
木
）か
ら

　

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
一
日（
木
）か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
五
日（
水
）ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
五
日（
水
）ま
で

　　

三　

閲
覧
・
御
意
見
提
出
方
法

三　

閲
覧
・
御
意
見
提
出
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ「
注
目
情
報
」

　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ「
注
目
情
報
」

　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
森
林
政
策
課
】
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木
造
公
共
施
設
整
備
事
業
を
活
用
し
て
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
着
手
し
た
「
茶

　

木
造
公
共
施
設
整
備
事
業
を
活
用
し
て
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
着
手
し
た
「
茶

臼
山
研
修
拠
点
施
設
」
が
平
成
二
十
九
年
六
月
十
五
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

臼
山
研
修
拠
点
施
設
」
が
平
成
二
十
九
年
六
月
十
五
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

本
施
設
が
建
設
さ
れ
た
茶
臼
山
高
原
は
、
根
羽
村
と
愛
知
県
北
設
楽
郡
豊
根
村
の

　

本
施
設
が
建
設
さ
れ
た
茶
臼
山
高
原
は
、
根
羽
村
と
愛
知
県
北
設
楽
郡
豊
根
村
の

境
界
に
あ
る
標
高
千
四
百
十
五
メ
ー
ト
ル
、
愛
知
県
最
高
峰
の
茶
臼
山
と
そ
の
南
西

境
界
に
あ
る
標
高
千
四
百
十
五
メ
ー
ト
ル
、
愛
知
県
最
高
峰
の
茶
臼
山
と
そ
の
南
西

の
標
高
千
三
百
五
十
八
メ
ー
ト
ル
の
萩
太
郎
山
の
間
に
広
が
る
高
原
地
帯
で
す
。

の
標
高
千
三
百
五
十
八
メ
ー
ト
ル
の
萩
太
郎
山
の
間
に
広
が
る
高
原
地
帯
で
す
。

　

当
高
原
は
、
多
く
の
原
生
林
が
残
り
、
貴
重
な
動
植
物
が
生
育
す
る
自
然
の
宝
庫

　

当
高
原
は
、
多
く
の
原
生
林
が
残
り
、
貴
重
な
動
植
物
が
生
育
す
る
自
然
の
宝
庫

で
あ
り
、
通
年
に
渡
り
、
自
然
・
環
境
学
習
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、

で
あ
り
、
通
年
に
渡
り
、
自
然
・
環
境
学
習
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、

春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
キ
ャ
ン
プ
等
多
く
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
客
が
訪
れ
る
場
所

春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
キ
ャ
ン
プ
等
多
く
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
客
が
訪
れ
る
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
施
設
は
、
こ
う
し
た
利
用
客
を
対
象

　

本
施
設
は
、
こ
う
し
た
利
用
客
を
対
象

に
、
自
然
・
環
境
保
護
の
必
要
性
や
、
西

に
、
自
然
・
環
境
保
護
の
必
要
性
や
、
西

三
河
地
方
の
水
源
で
あ
る
矢
作
川
の
源
流

三
河
地
方
の
水
源
で
あ
る
矢
作
川
の
源
流

地
で
あ
る
こ
の
地
域
の
森
林
・
林
業
の
役

地
で
あ
る
こ
の
地
域
の
森
林
・
林
業
の
役

割
や
木
材
利
用
の
必
要
性
に
理
解
を
深
め

割
や
木
材
利
用
の
必
要
性
に
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
研
修
の
場
と
し
て
利
用
す
る
こ

て
も
ら
う
研
修
の
場
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

根
羽
村
特
産
の
「
根
羽
ス
ギ
」
を
主
体

　

根
羽
村
特
産
の
「
根
羽
ス
ギ
」
を
主
体

と
し
た
木
造
建
築
で
あ
る
本
施
設
が
、
利

と
し
た
木
造
建
築
で
あ
る
本
施
設
が
、
利

用
者
に
対
し
て
木
材
・
木
造
施
設
の
魅
力

用
者
に
対
し
て
木
材
・
木
造
施
設
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
、
住
宅
建
築
、
木
製
品
等
へ
の

を
Ｐ
Ｒ
し
、
住
宅
建
築
、
木
製
品
等
へ
の

地
域
材
需
要
の
拡
大
に
貢
献
し
て
い
く
こ

地
域
材
需
要
の
拡
大
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

と
を
期
待
し
ま
す
。

　

上
伊
那
郡
南
箕
輪
村
で
は
、
村
立
中
学
校
の
構
内
に
一
般
村
民
も
利
用
で
き
る
生

　

上
伊
那
郡
南
箕
輪
村
で
は
、
村
立
中
学
校
の
構
内
に
一
般
村
民
も
利
用
で
き
る
生

涯
学
習
施
設
を
新
た
に
建
築
し
ま
し
た
。

涯
学
習
施
設
を
新
た
に
建
築
し
ま
し
た
。

　

木
造
二
階
建
六
百
六
十
八
㎡
の
施
設
で
、
百
五
十
二

　

木
造
二
階
建
六
百
六
十
八
㎡
の
施
設
で
、
百
五
十
二
㎥㎥
の
木
材
を
使
用
し
、
そ
の

の
木
材
を
使
用
し
、
そ
の

八
十
八
％
を
占
め
る
百
三
十
五

八
十
八
％
を
占
め
る
百
三
十
五
㎥㎥
は
長
野
県
産
材
で
す
。

は
長
野
県
産
材
で
す
。

　

広
い
室
内
空
間
で
快
適
な
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
主
要
な
構
造
材
に
長
野

　

広
い
室
内
空
間
で
快
適
な
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
主
要
な
構
造
材
に
長
野

県
産
カ
ラ
マ
ツ
の
集
成
材
を
用
い
、
一
部
を
あ
ら
わ
し
に
し
て
、
木
を
使
っ
た
構
造

県
産
カ
ラ
マ
ツ
の
集
成
材
を
用
い
、
一
部
を
あ
ら
わ
し
に
し
て
、
木
を
使
っ
た
構
造

が
実
感
で
き
ま
す
。
ま
た
、
腰
壁
に
は
大
芝
村
有
林
で
伐
採
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
を
利
用

が
実
感
で
き
ま
す
。
ま
た
、
腰
壁
に
は
大
芝
村
有
林
で
伐
採
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
を
利
用

し
て
、
村
民
や
中
学
生
が
愛
着
を
持
て
る
施
設
に
し
て
い
ま
す
。

し
て
、
村
民
や
中
学
生
が
愛
着
を
持
て
る
施
設
に
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
の
技
術
科
や
情
報
通
信
技
術
の
学
習
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
一
般
村

　

中
学
校
で
の
技
術
科
や
情
報
通
信
技
術
の
学
習
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
一
般
村

民
を
対
象
と
し
た
公
民
館
講
座
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
や
ギ
タ
ー
講
座
な
ど
に
も
活
用
さ

民
を
対
象
と
し
た
公
民
館
講
座
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
や
ギ
タ
ー
講
座
な
ど
に
も
活
用
さ

れ
、利
用
者
か
ら
は
、木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
空
間
で「
集
中
し
て
学
べ
る
」、「
使
っ

れ
、利
用
者
か
ら
は
、木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
空
間
で「
集
中
し
て
学
べ
る
」、「
使
っ

て
気
分
が
良
い
」
な
ど
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

て
気
分
が
良
い
」
な
ど
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

【
南
信
州
地
域
振
興
局
】

【
上
伊
那
地
域
振
興
局
】

根
羽
村
特
産
「
根
羽
ス
ギ
」
を
利
用
し
た

根
羽
村
特
産
「
根
羽
ス
ギ
」
を
利
用
し
た

「
茶
臼
山
研
修
拠
点
施
設
」
完
成

「
茶
臼
山
研
修
拠
点
施
設
」
完
成

中
学
生
と
村
民
が
と
も
に
学
ぶ
生
涯
学
習
施
設

中
学
生
と
村
民
が
と
も
に
学
ぶ
生
涯
学
習
施
設

南箕輪村生涯学習施設南箕輪村生涯学習施設

村内産ヒノキを腰壁に使った多目的教室村内産ヒノキを腰壁に使った多目的教室
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トピックス

　

明
治
三
十
八
年
に
初
め
て
県
有
林
を
取
得
し
て
以
来
、
県
営
林
の
歴
史
は
百
年

を
超
え
、
先
達
の
英
知
の
結
集
と
努
力
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
森
林
が
現
在
に
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

県
営
林
の
管
理
・
経
営
に
つ
い
て
は
、
五
年
毎
に
見
直
し
を
行
う
「
管
理
経
営

計
画
」
に
基
づ
き
展
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
本
年
度
か
ら
始
ま
る
『
第
十
次
県
営

林
管
理
経
営
計
画
』
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

一　

県
営
林
の
現
況

　

県
営
林
は
、
二
〇
三
団
地
一
七
、三
〇
七
ha
で

民
有
林
の
約
三
％
に
あ
た
り
ま
す
。
昭
和
三
十
〜

四
十
年
代
に
展
開
さ
れ
た
拡
大
造
林
を
背
景
に
、

人
工
林
率
は
七
十
七
％
と
高
く
、
多
く
の
森
林

が
五
十
五
年
生
前
後
と
な

り
、
成
熟
期
を
迎
え
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
伐
期
の
多
様

化
に
よ
る
齢
級
構
成
の
平

準
化
と
、
資
源
の
持
続
的

な
利
用
に
よ
る
林
業
生
産

活
動
の
活
性
化
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

県有林 38 8,741 ha 1,213 千㎥
一般県行造林 113 5,512 ha 966 千㎥
特殊林県行造林 52 3,054 ha 554 千㎥

計 203 17,307 ha 2,734 千㎥

区 分 団地数 面 積 蓄 積

自
立
し
た
林
業
経
営
を
目
指
し
て

〜
第
十
次
県
営
林
管
理
経
営
計
画
の
概
要
〜

〜
第
十
次
県
営
林
管
理
経
営
計
画
の
概
要
〜

 

二　

第
九
次
計
画
期
間
中
の
取
組
と
成
果

　

第
九
次
計
画
期
間（
平
成
二
十
四
〜
二
十
八
年
度
）で
は
、
成
熟
し
つ
つ
あ
る
森
林

資
源
を
利
用
し
持
続
的
な
森
林
資
源
の
利
用
体
制
の
構
築
を
目
指
し
、
財
源
確
保
の

た
め
、
従
来
の
保
育
間
伐
中
心
の
施
業
か
ら
搬
出
間
伐
中
心
の
施
業
へ
と
移
行
す
る

と
と
も
に
路
網
整
備
を
集
中
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
期
間
中
の
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
状
況
を
み
る
と
、「
森
林
経
営
計
画

制
度
」
が
始
ま
り
、
森
林
施
業
の
集
約
化
や
路
網
整
備
に
よ
り
施
業
の
低
コ
ス
ト
化

を
図
り
計
画
的
に
森
林
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
造
林
補
助
制
度
も
本
格

的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

県
営
林
で
も
計
画
通
り
集
中
的
に
路
網
整
備
を
行
い
、
間
伐
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
奥
地
に
あ
る
た
め
採
算
が
見
込
め
な
い
搬
出
間
伐
地
等
が
多
く
、
間
伐
面
積
は

目
標
を
下
回
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
後
と
も
地
形
状
況
が
良

好
な
と
こ
ろ
で
は
、
間
伐
材
の
搬
出

に
向
け
て
作
業
道
等
の
効
果
的
な
基

盤
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

他
方
、
県
内
で
は
初
め
て
認
証
を

取
得
し
た
小
海
県
有
林
Ｊ
‐
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
販
売（
一
、一
四
五
ｔ
―

Ｃ

Ｏ２
）
や
制
度
の
普
及
、
上
小
地
域
公

有
林（
認
証
面
積
八
、九
七
一
ha　

内

県
営
林
五
四
一
ha
）で
の
森
林
管
理

認
証（
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
）の
取
得
、
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
を
活
用
し
た
県
有
林
の

利
活
用
等
、
県
有
林
な
ら
で
は
の
新

た
な
課
題
に
率
先
し
た
対
応
も
行
っ

県営林
17,307ha

人工林
13,284ha
77％

天然林
4,023ha
23％

「成城学園ふるさとの森」
（ネーミングライツ）
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て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
確
実
な
更
新
技
術
や
低
コ
ス
ト
の
育
林
方
法
を
検
討
・
検
証
し
、
主
伐

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

三　

第
十
次
県
営
林
管
理
経
営
計
画

　

第
十
次
計
画（
平
成
二
十
九
〜
三
十
三
年
度
）の
ポ
イ
ン
ト
は
大
き
く
次
の
三
点
で

す
。

　

①　

木
材
生
産
の
推
進

　

搬
出
間
伐
等
で
成
熟
し
た
森
林
資
源
の
利
用
を
推
し
進
め
、第
九
次
比
で
一
・

四
倍
の
木
材
生
産（
生
産
物
処
分
）を
進
め
ま
す
。
搬
出
間
伐
の
面
積
は
第
九
次

よ
り
減
り
ま
す
が
、
契
約
満
期
を
迎
え
る
分
収
林
地
の
主
伐
等
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
木
材
生
産
量
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
地
形
の
緩
い

と
こ
ろ
で
は
、
木
材
搬
出
の
た
め
の
効
率
的
な
作
業
道
整
備
を
引
き
続
き
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

②　

県
有
林
で
の
主
伐
の
推
進

　

伐
期
を
迎
え
る
県
有
林
の
森
林
で
、
第
九
次
比
で
三
・
二
倍
、
六
四
ha
の
主

伐
を
進
め
ま
す
。
試
行
的
な
小
面
積
皆
伐
等
に
よ
り
、
主
伐
か
ら
再
造
林
ま
で

の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
試
行
や
更
新
技
術
の
検
討
、
主
伐
に
対
応
し
た
素
材

生
産
設
計
シ
ス
テ
ム
の
検
証
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、低
コ
ス
ト
の
更
新
方
法（
天

然
更
新
・
効
果
的
な
獣
害
対
策
等
）の
試
験
研
究
も
引
き
続
き
進
め
、
模
範
林

と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
き
ま
す
。

　

③　

県
有
林
の
利
活
用
等
に
よ
る
地
域
活
動
の
推
進

　

林
業
生
産
活
動
の
他
に
も
、
利
活
用
協
定
等
で
県
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
活
用
し
、
引
き
続
き
開
か
れ
た
森
林
と
し
て
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き

ま
す
。
そ
の
他
に
も
、「
適
切
な
管
理
」
と
「
持
続
的
な
森
林
経
営
」
が
行
わ

れ
て
い
る
森
林
の
証
明
と
な
る
森
林
認
証
制
度
の
取
組
と
そ
の
普
及
、
Ｊ
‐
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
を
通
じ
た
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
に
よ
る
環
境
貢
献
の
取
込

と
制
度
の
普
及
等
、
様
々
な
要
請
に
応
え
、
多
角
的
な
視
点
で
森
林
経
営
に
取

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　　

こ
れ
か
ら
主
伐
が
本
格
化
し
て
い
く
中
で
、
自
立
し
た
林
業
経
営
へ
と
移
行
で
き

る
よ
う
、
ま
た
、
将
来
こ
の
第
十
次
計
画
が
そ
の
足
掛
か
り
に
な
っ
た
と
振
り
返
る

こ
と
の
で
き
る
よ
う
、
着
実
な
計
画
実
行
に
努
め
、
模
範
林
と
し
て
の
機
能
を
高
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
森
林
づ
く
り
推
進
課
】
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今
年
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
大
型
観
光
企
画
「
信
州
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
中
心
に
、
県
内
外
で
信
州

ジ
ビ
エ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

❖
ジ
ビ
エ
と
ワ
イ
ン
で
乾
杯
！

　

八
月
二
十
六
〜
二
十
七
日
に
、
長
野
市
で
「
ワ
イ
ン
＆

シ
ー
ド
ル
ガ
ー
デ
ン
〜
夏
の
信
州
ジ
ビ
エ
と
ナ
ガ
ノ
ワ
イ
ン

〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
十
六
の
ワ
イ
ナ
リ
ー（
な
ん

と
百
二
十
八
銘
柄
！
）
と
飲
食
店
十
七
者（
内
ジ
ビ
エ
提
供

店
七
者
）が
長
野
駅
近
く
の
南
千
歳
公
園
に
集
合
。
三
日
間

で
約
千
八
百
人（
前
年
千
二
百
人
）の
方
が
来
場
し
、
多
く
の

方
々
に
ジ
ビ
エ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

❖
信
州
＆
信
州
ジ
ビ
エ
フ
ァ
ン
獲
得
作
戦
！

　

今
年
か
ら
の
取
組
と
し
て
、県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
銀

座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
に
お
い
て
、
様
々
な
ゲ
ス
ト
が
語
る
県

の
魅
力
と
ジ
ビ
エ
料
理
を
楽
し
む「
信
州
魅
力
発
見
カ
フ
ェ
」

を
年
四
回
の
計
画
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

県
外
在
住
の
方
に
、
信
州
と
信
州
ジ
ビ
エ
の
虜
に
な
っ
て

い
た
だ
き
、
信
州
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

❖
信
州
ジ
ビ
エ
を
食
べ
歩
こ
う
！

　

ま
た
、
七
〜
九
月
に
は
、
県
内
外
約
二
百
八
十
店
舗
の
レ

ス
ト
ラ
ン
等
の
協
力
の
も
と
、「
信
州
ジ
ビ
エ
食
べ
歩
き
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
食
べ
歩
き
は
、
十
一
月
〜
二
月
の
狩
猟

期
間
も
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。　

　

こ
の
他
に
今
年
は
、
木
製
看
板
「
信
州
ジ
ビ
エ
の
店
」
を

作
成
し
、
継
続
的
に
料
理
提
供
す
る
お
店
を
中
心
に
配
布
を

始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
を
き
っ
か
け
に
、
信
州
ジ
ビ
エ
の
認
知
度

が
更
に
高
ま
り
、
信
州
の
魅
力
的
で
身
近
な
食
材
と
し
て
定

着
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。　

「
ジ
ビ
エ
と
い
え
ば
信
州
」を
目
指
し
て

　
【
鳥
獣
対
策
・
ジ
ビ
エ
振
興
室
】

信
州
ジ
ビ
エ
の
お
店
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら
！

  
信
州
ジ
ビ
エ
研
究
会H

P

（http://shinshu-gibier.net

）配布店舗数をじわじわと増やしています。配布店舗数をじわじわと増やしています。

講師はC.W.ニコルさんなど多彩なゲスト講師はC.W.ニコルさんなど多彩なゲスト
を迎え、料理とトークで信州の魅力をたっを迎え、料理とトークで信州の魅力をたっ
ぷりとお客様に伝えていただきました。ぷりとお客様に伝えていただきました。

ジビエはピザ、串焼き、ソーセージ等をジビエはピザ、串焼き、ソーセージ等を
販売。会場は昼から夜まで、大賑わい販売。会場は昼から夜まで、大賑わい
の状態でした。の状態でした。

木製看板「信州ジビエの店」

信州魅力発見 cafe

WINE＆CIDRE  GARDEN
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お知らせ

※例えば、30年生のヒノキ林1haに100万円の補償を
　5年間付けると、保険料は12,500円となります。 TEL 026-226-2504  
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 県森連だより

林
業
に
従
事
す
る
職
員
の

林
業
に
従
事
す
る
職
員
の

知
識
と
技
術
の
深
化
の
た
め
に

知
識
と
技
術
の
深
化
の
た
め
に

　

平
成
29
年
９
月
７
日（
木
）・
８
日

（
金
）に
国
立
研
究
開
発
法
人 

森
林
研

究
・
整
備
機
構 

森
林
総
合
研
究
所（
茨

城
県
つ
く
ば
市
）お
よ
び
茂
木
町
ま
ち

な
か
文
化
交
流
館「
ふ
み
の
森
も
て
ぎ
」

（
栃
木
県
茂
木
町
）に
お
い
て
平
成
29
年

度
林
業
基
本
問
題
研
究
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
に
係
る
先
導
的
研
究
機
関
で
あ
る
森

林
総
合
研
究
所
に
お
い
て
獣
害
防
除
と

Ｃ
Ｌ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
最
新
の
研
究
成

果
を
研
修
し
、
栃
木
県
茂
木
町
の
木
造

公
共
建
築
物
へ
の
取
組
つ
い
て
「
ふ
み

の
森
も
て
ぎ
」
を
視
察
研
修
し
見
識
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
、13
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
森
林
総
合
研
究
所
で
の
研

修
は
、
初
め
に
広
報
普
及
課
研
究
専
門

員 

吉
丸
博
志
様
よ
り
研
究
所
紹
介
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
研

究
所
の
概
要
説
明
が
行
わ
れ
、
引
き
続

き
野
生
動
物
研
究
領
域
長 

岡
輝
樹
様

よ
り
「
シ
カ
と
ク
マ
に
よ
る
林
業
被
害

平
成
平
成
2929
年
度
林
業　
　

年
度
林
業　
　

基
本
問
題
研
究
会
開
催

基
本
問
題
研
究
会
開
催

に
つ
い
て
」の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
、
メ
ス
ジ
カ
の
保
護
が

行
わ
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
繁
殖
力
が
狩

猟
圧
を
大
き
く
上
回
っ
た
こ
と
、
温
暖

化
、
社
会
状
況
の
変
化
等
に
よ
り
大
き

く
個
体
数
を
増
や
し
、
最
大
の
加
害
獣

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
捕
獲（
殺
）に
よ

る
加
害
個
体
の
除
去
及
び
加
害
行
動
の

阻
害
の
た
め
の
忌
避
剤
・
柵
等
の
問
題

点
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
、
樹
皮
は
ぎ
が

問
題
と
な
っ
て
お
り
こ
の
行
動
は
親
か

ら
子
へ
と
伝
わ
る
も
の
で
水
平
的
な
伝

わ
り
は
無
く
、
特
定
の
個
体
が
加
害
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
多
数
捕
獲
は
効
果

が
上
が
ら
ず
防
護
材
に
一
定
の
効
果
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
等
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

 

「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
研
究
に
つ
い
て
」
は
、

複
合
材
料
研
究
領
域
長 

渋
沢
龍
也
様

よ
り
講
義
い
た
だ
き
、
腐
る
、
食
わ
れ

る
、
燃
え
る
、
狂
う
、
と
い
う
木
材
の

欠
点
の
克
服
の
た
め
に
集
成
材
・
Ｌ
Ｖ

Ｌ
・
合
板
・
Ｏ
Ｓ
Ｂ
等
様
々
な
木
質
材

料
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
つ

い
て
は
性
能
評
価
が
行
わ
れ
技
術
的
資

料
の
充
実
が
図
ら
れ
て
き
た
。
木
材
利

用
の
今
後
の
戦
略
と
し
て
は
、
木
材
の

欠
点
を
長
所
と
と
ら
え
て
、生
分
解
性
、

易
加
工
性
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
が
可
能

で
あ
る
点
な
ど
を
活
か
し
て
行
く
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
木
材
・
木
質
材
料
の

使
用
は
社
会
の
要
請
で
あ
る
こ
と
等
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
茂
木
町
ま
ち
な
か
文
化

交
流
館
「
ふ
み
の
森
も
て
ぎ
」
の
視
察

研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
め
に
同
館

長 

関
誠
二
様
よ
り
同
館
が
平
成
28
年

に
完
成
し
た
茂
木
町
で
最
も
新
し
い
木

造
公
共
建
築
物
で
あ
る
こ
と
、「
茂
木

町
ま
ち
な
か
文
化
交
流
館
ふ
み
の
森
も

て
ぎ
整
備
事
業
」
が
全
日
本
建
設
技
術

協
会
の
平
成
28
年
度
全
建
賞
を
受
賞
し

た
こ
と
等
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

 

「
ふ
み
の
森
も
て
ぎ
」
の
建
設
経
緯

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
の
後
、
茂
木
町
建
設
課

課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長 

石
島
孝

雄
様
よ
り
、
同
館
の
建
築
等
に
つ
い
て

詳
細
な
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
茂
木
町
で
は
、
町
有
林
材
活
用
の

公
共
建
築
物
の
木
造
化
木
質
化
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
町
内
７
小
中
学

校
及
び
町
役
場
の
内
装
木
質
化
は
完
了

し
て
い
る
こ
と
、
同
館
の
建
築
に
当

た
っ
て
も
町
有
林
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
流

通
材
規
格
の
木
材
を
活
用
し
、
大
径
木

等
を
使
用
す
る
こ
と
な
く
容
易
に
調
達

す
る
こ
と
の
で
き
る
木
材
を
使
用
し
て

大
型
の
木
造
建
築
が
可
能
で
あ
る
こ
と

を
示
し
た
こ
と
、
集
成
材
を
使
わ
ず
自

然
乾
燥
に
よ
る
無
垢
材
を
使
用
し
て
木

の
ぬ
く
も
り
に
あ
ふ
れ
た
人
と
環
境

に
や
さ
し
い
木
造
木
質
化
と
し
た
こ

と
、
町
有
林
材
を
素
材
で
提
供
し
た
た

め
強
度
試
験
は
県
林
業
セ
ン
タ
ー
に
依

野生動物研究領域長 岡輝樹様による講義野生動物研究領域長 岡輝樹様による講義

複合材料研究領域長 渋沢龍也様による講義複合材料研究領域長 渋沢龍也様による講義
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県
下
木
材
セ
ン
タ
ー
で

県
下
木
材
セ
ン
タ
ー
で

開
設
記
念
市
開
催

開
設
記
念
市
開
催

    

大
好
評

大
好
評
!!!!

      

「
き
の
こ
ク
イ
ズ
」

「
き
の
こ
ク
イ
ズ
」
!?!?

重ね垂木によるゲルバー構造の重ね垂木によるゲルバー構造の
町民ギャラリーこもれび  　　　町民ギャラリーこもれび  　　　

旧質蔵移築のギャラリー質蔵旧質蔵移築のギャラリー質蔵

連接サスペンアーチ構造の図書館連接サスペンアーチ構造の図書館

建設課課長補佐兼都市計画係長  石島孝雄様に建設課課長補佐兼都市計画係長  石島孝雄様に
よる解説:平行弦トラス構造の交流広場あすなろ２よる解説:平行弦トラス構造の交流広場あすなろ２

旧仕込み蔵の古材利用のギャラリーふくろう旧仕込み蔵の古材利用のギャラリーふくろう

子供図書室ゆずもんち子供図書室ゆずもんち
（もてぎマスコットキャラクター  ゆずも）（もてぎマスコットキャラクター  ゆずも）

　

本
年
も
開
設
記
念
市
を
各
木
材
セ
ン

タ
ー
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

記
念
市
に
は
、
毎
年
多
く
の
皆
様
よ

り
優
良
材
を
多
量
に
出
品
い
た
だ
き
盛

大
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
、

引
き
続
き
優
良
材
の
出
品
に
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
、
買
い
方
の

皆
様
の
多
数
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

第
40
回
信
州
き
の
こ
祭
り

（「
２
０
１
７
長
野
ま
る
ご
と
秋
祭
り
」

と
同
時
開
催
）が
９
月
29
日（
土
）・
10

月
１
日（
日
）に
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
・
若
里

市
民
文
化
ホ
ー
ル（
長
野
市
）で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

き
の
こ
品
評
会
及
び
き
の
こ
料
理
コ

ン
ク
ー
ル
出
品
作
品
展
示
会
場
で
は
、

「
き
の
こ
ク
イ
ズ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

例
年
、
大
好
評
を
博
し
て
い
る
こ
の
催

し
は
、
来
場
者
の
皆
様
に
出
題
用
紙
と

鉛
筆
を
お
渡
し
し
、
会
場
の
展
示
パ
ネ

ル
を
参
考
に
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
き
の
こ
の
知
識
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
参
加
賞（
な
め
た
け
瓶
詰
）を
受
け

取
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
親
子
で

一
緒
に
参
加
す
る
姿
も
見
受
け
ら
れ
、

楽
し
く
学
べ
る
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

頼
し
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
こ
と
、
現
地

に
立
っ
て
い
た
旧
造
り
酒
屋
の
質
蔵
の

移
築
や
仕
込
み
蔵
の
古
材
を
活
用
し
て

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
作
っ
た
こ
と
、
平
行
弦

ト
ラ
ス
桁
構
造
、
連
接
サ
ス
ペ
ン
ア
ー

チ
構
造
、
重
ね
垂
木
に
よ
る
ゲ
ル
バ
ー

梁
構
造
に
よ
り
無
柱
空
間
を
実
現
さ
せ

た
こ
と
、
各
木
造
建
築
物
の
間
に
耐
火

構
造
部
を
配
す
る
こ
と
で
大
き
な
木
造

建
築
物
と
し
た
こ
と（
各
種
補
助
金
を

活
用
）、
災
害
時
の
避
難
所
機
能
を
持

た
せ
る
た
め
太
陽
光
発
電
設
備
を
完
備

し
て
い
る
こ
と
、
子
ど
も
図
書
館
や
学

習
室
、
カ
フ
ェ
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
等
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
立
地
す

る
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
が
再
生
さ
れ

た
こ
と
等
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
施
設
内
の
視
察
が
行
わ
れ
、

２
日
間
に
渡
る
視
察
研
修
が
終
了
し
ま

し
た
。

思わず回答に見入る!「きのこクイズ」思わず回答に見入る!「きのこクイズ」
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